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小
生
は
医
者
に
な

っ
て
40
年
弱
だ
が
、

卒
後
ま
も
な
く
先
輩

か
ら
教
わ
っ
た
、
技

術
や
知
識
以
外
の
大

事
な
こ
と
は
少
な
く
な
い
▼
一
番

の
思
い
出
は
、
大
学
で
１
年
研
修

の
後
、
市
民
病
院
で
の
勤
務
で
あ

る
。
学
生
時
代
は
中
古
の
イ
タ
車

で
ブ
イ
ブ
イ
言
わ
し
て
い
た
が
、

そ
こ
の
外
科
部
長
が
、
手
術
中
に

器
具
を
投
げ
つ
け
る
よ
う
な
怖
い

先
生
だ
と
脅
さ
れ
、
泣
く
泣
く
国

産
セ
ダ
ン
に
乗
り
換
え
た
。
が
、

初
出
勤
す
る
と
「
な
ん
や
、
ボ
ン

ボ
ン
が
外
車
で
来
る
と
楽
し
み
に

し
て
た
の
に
な
ー
」
と
言
わ
れ
た

（
も
ち
ろ
ん
次
の
年
に
は
イ
タ
車

に
乗
り
換
え
た
）
▼
そ
の
外
科
部

長
は
、
ま
ず
「
朝
は
遅
れ
て
来
る

な
。
特
に
２
―
３
分
は
許
さ

ん
！
」
と
。
社
会
人
と
し
て
だ
ら

し
な
さ
を
改
め
ろ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
次
に
「
患
者
さ
ん
の
前
で

腕
を
組
む
な
！
」。
若
造
が
人
生

の
先
輩
に
対
し
て
失
礼
な
の
で
あ

る
。
最
後
に
「
手
術
翌
日
は
『
痛

か
っ
た
で
す
か
？
』
や
な
く
『
痛

か
っ
た
で
し
ょ
う
』
や
！
」。
患

者
に
寄
り
添
え
と
い
う
こ
と
で
あ

る
▼
そ
の
病
院
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部

Ｏ
Ｂ
の
豪
快
な
先
輩
も
い
て
、
ゴ

ル
フ
や
麻
雀
、
看
護
師
さ
ん
と
一

緒
の
飲
み
会
で
、
朝
ま
で
よ
く
歌

っ
て
踊
っ
て
騒
い
で
い
た
。
当

時
、
卒
後
す
ぐ
に
入
局
し
、
そ
の

後
の
勤
務
先
は
、
同
門
の
先
輩
た

ち
が
い
る
病
院
で
あ
っ
た
。
診
療

科
の
決
ま
っ
て
い
な
い
今
の
研
修

医
と
違
い
、
新
米
の
面
倒
見
は
良

か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
古
き
時
代
の

体
育
会
系
で
あ
る
▼
さ
て
、
先
の

外
科
部
長
は
「『
昨
日
飲
み
過
ぎ

て
、
動
け
ま
せ
ん
。
彼
女
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
す
』
や
っ
た
ら
、
お
前

の
一
日
の
仕
事
は
、
わ
し
が
全
部

や
っ
た
る
で
」
と
も
言
っ
て
い

た
。
幸
い
私
は
下
戸
の
た
め
、
お

世
話
に
は
な
ら
な
か
っ
た 

（
空
）
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アルコール除菌剤・活性次亜水を頒布します
ご希望の会員医療機関に

　この間ご好評いただいたアルコール除菌剤を再頒布いたし
ます。また活性次亜水も再度ご案内させていただきます。こ
の機会にぜひご注文ください。

※ご注文から約２週間でお届け予定
代金は先生方の会費口座から引き落としさせていただきます

政策研究会　「黒い雨と内部被曝―被爆者認定訴訟の問題点―」

「黒い雨訴訟」での司法の姿勢を批判「黒い雨訴訟」での司法の姿勢を批判

神
戸
新
聞
が
報
道

協
会
調
査
で
指
摘

神
戸
市
の
ア
ス
ベ
ス
ト
見
落
と
し

オンラインで本田先生が黒い雨による
健康被害の認定を訴えた

神戸市の石綿見落としを報道した神戸新聞

第97回評議員会詳報

主張　 75歳以上の患者窓口負担増計画反対
計画阻止へ署名運動に今一度取り組もう

４～５面

２面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ８面第28回日常診療経験交流会演題より

かかりつけ医と介護施設での看取り

　

長
崎
の
被
爆
体
験
者
が
被
爆
者
認
定
を
求
め
た

訴
訟
に
お
け
る
、
昨
年
12
月
の
最
高
裁
で
の
原
告

敗
訴
判
決
。
今
年
８
月
の
広
島
の
「
黒
い
雨
」
訴

訟
地
裁
判
決
に
対
す
る
国
側
の
控
訴
な
ど
、
政
府

は
原
爆
症
の
認
定
を
極
め
て
限
定
的
に
運
用
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
中
、
協
会
は
11
月
28
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
利
用
し
、
長
崎
の
訴
訟
を
支
え
続
け
て

い
る
本
田
孝
也
保
団
連
理
事
・
長
崎
県
保
険
医
協

会
会
長
を
講
師
に
、
政
策
研
究
会
「
黒
い
雨
と
内

部
被
曝
―
被
爆
者
認
定
訴
訟
の
問
題
点
―
」
を
開

催
。
当
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
も
含
め
26
人
が

参
加
し
た
。

　

本
田
先
生
は
、
黒
い
雨
の
健
康

影
響
を
裏
付
け
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
原

爆
傷
害
調
査
委
員
会
）
の
レ
ポ
ー

ト
の
発
見
や
そ
の
過
程
で
被
爆
者

10
万
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
デ
ー

タ
を
放
影
研
に
公
表
さ
せ
た
経

緯
、
ま
た
、
米
軍
が
原
爆
投
下
直

後
に
現
地
で
の
調
査
を
ま
と
め
た

「
広
島
・
長
崎
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
管

区
原
爆
調
査
団
最
終
報
告
書
」
か

ら
長
崎
全
体
２
８
４
地
点
の
被
ば

く
線
量
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
な

ど
を
解
説
し
た
。
そ
の
上
で
、
長

崎
の
被
爆
体
験
者
訴
訟
で
の
連
続

敗
訴
と
い
う
結
果
を
示
し
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｃ
や
米
軍
の
科
学
的
な
資
料
に

基
づ
い
た
訴
え
を
受
け
て
も
被
ば

く
線
量
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
で
は
健
康
被
害
は
生
じ
な

い
、
内
部
被
ば
く
は
微
量
、
被
曝

者
の
証
言
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
被
爆
体
験

　

中
央
区
に
あ
る
市
営
住
宅
の
解

体
に
あ
た
り
、
神
戸
市
が
危
険
性

の
高
い
ア
ス
ベ
ス
ト
を
見
落
と
し

て
い
た
こ
と
が
、
協
会
の
指
摘
で

発
覚
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
11
月

16
日
の
神
戸
新
聞
で
大
き
く
報
道

者
訴
訟
で
の
福
岡
高
裁
の
立
場
で

あ
る
と
し
た
。

　

広
島
の
「
黒
い
雨
訴
訟
」
は
地

裁
で
画
期
的
な
判
決
で
勝
利
し
て

い
る
が
、
国
側
の
控
訴
に
よ
り
広

島
高
裁
で
こ
の
判
決
が
覆
さ
れ
れ

ば
、
福
岡
高
裁
の
判
決
が
黒
い
雨

に
対
す
る
日
本
の
司
法
の
確
定
し

た
態
度
に
な
っ
て
し
ま
う
と
懸
念

を
示
し
た
。

　

最
後
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
後
、
文
部
科
学
省
が
小
中

高
生
向
け
の
教
材
「
放
射
線
副
読

本
」
で
内
部
被
ば
く
の
健
康
影
響

は
な
い
な
ど
と
記
述
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
放
射
線
に
よ
る
健

康
へ
の
影
響
を
軽
視
す
る
日
本
政

府
の
立
場
を
告
発
し
た
。

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

さ
れ
た
。

　

記
事
で
は
、「
兵
庫
県
保
険
医

協
会
が
、
建
築
時
の
資
料
『
設
計

図
書
』
に
基
づ
い
て
指
摘
し
た
と

こ
ろ
、
施
工
業
者
の
ミ
ス
が
発

覚
」
と
し
て
、
神
戸
市
が
危
険
性

の
高
い
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は

な
い
と
し
て
い
た
が
、
協
会
が
情

報
公
開
請
求
で
設
計
図
書
を
入
手

し
、
電
気
室
で
吹
き
付
け
石
綿
が

使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
判
明
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使

用
確
認
を
協
会
が
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
、
指
摘
通
り
電
気
室
で
吹
き

付
け
材
が
、
店
舗
の
ダ
ク
ト
の
耐

火
材
に
も
飛
散
性
の
石
綿
含
有
建

材
が
確
認
さ
れ
た
と
報
道
し
た
。

　

ま
た
、
森
岡
芳
雄
協
会
副
理
事

長
の
「
老
朽
化
し
た
建
物
の
取
り

壊
し
は
今
後
増
え
る
。
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
、
丁
寧
に
石
綿
の

有
無
を
調
べ
て
ほ
し
い
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

協
会
は
引
き
続
き
、
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
防
止
対
策
を
求
め
て
、
活

動
を
継
続
し
て
い
く
。

協会業務は、年内は12月28日㈪まで
　　　　　　新年は１月６日㈬からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ

　

協
会
は
10
月
か
ら
11
月
末
ま

で
、
会
員
数
７
６
５
０
人
達
成
を

目
標
に
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
カ
月
間

で
56
人
が
入
会
し
、
会
員
現
勢
は

７
６
３
７
人
と
な
り
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
。

　

新
規
開
業
や
近
隣
の
未
入
会
開

業
医
の
情
報
、
病
院
長
や
勤
務
医

・
子
弟
の
紹
介
や
声
か
け
等
、
会

員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
協
力
に
よ

り
、
組
織
拡
大
が
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
も
安
全
に

配
慮
し
つ
つ
、
新
規
開
業
時
に
役

立
つ
研
究
会
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
日
常
診
療
に
役

立
つ
臨
床
研
究
会
、
歯
科
の
施
設

基
準
に
対
応
し
た
医
療
安
全
研
究

会
を
開
催
。
保
険
診
療
や
新
規
指

導
・
審
査
指
導
対
策
や
医
院
経
営

対
策
等
会
員
に
役
立
つ
協
会
な
ら

で
は
の
活
動
と
と
も
に
、
入
会
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
届
出
医
療
や
適
時
調
査
対
策

の
相
談
に
よ
り
、
新
た
に
２
病
院

の
入
会
を
得
ま
し
た
。

　

優
良
な
共
済
制
度
は
、
長
年
に

わ
た
り
協
会
の
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。
保
険
医
年
金
、
兵

庫
協
会
独
自
の
積
立
年
金
Ｄ
ｅ
ｆ

Ｌ
（
デ
フ
エ
ル
）、
コ
ロ
ナ
禍
で

加
入
が
増
え
て
い
る
休
業
保
障
制

度
と
所
得
補
償
保
険
、
合
わ
せ
て

１
億
２
０
０
０
万
円
の
大
型
保
障

を
実
現
し
た
グ
ル
ー
プ
保
険
と
新

グ
ル
ー
プ
保
険
、
割
安
な
損
害
保

険
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
サ
ー
ビ
ス
も
入
会
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
医
療
機
関
で
不
足
し
た
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌

剤
、
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
等
を
緊

急
に
確
保
し
斡
旋
。
慰
労
金
な
ど

医
療
機
関
で
利
用
で
き
る
公
的
支

援
制
度
の
情
報
提
供
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填

を
求
め
た
国
会
行
動
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
患
者
窓

口
負
担
増
の
中
止
を
求
め
る
署
名

や
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
医
療
知
ろ

う
」
等
で
、
患
者
・
地
域
住
民
へ

の
社
会
保
障
を
守
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
協
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
、
会

員
に
な
っ
て
得
を
す
る
」
協
会
づ

く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
組
織
強
化

を
め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
会
員

全
会
員

過
去
最
高
更
新

過
去
最
高
更
新

７
６
３
７
人

７
６
３
７
人

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

アルコール除菌剤
（高濃度アルコール80％）
1斗缶18ℓ

アルコール濃度UP

値下げしました

8,000円＋税・送料

手指消毒に

10ℓ　定価12,000円のところ
会員価格　 8,000円＋税

（送料無料）

濃縮タイプで経済的

活性次亜水RUSウォーター
器具洗浄に



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９６１号 （２）２０２０年(令和２年)１２月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

兵
庫
県
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
や
検

査
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医
が
い

る
診
療
所
な
ど
の
身
近
な
医
療
機

関
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
を

７
７
４
カ
所
指
定
し
た
と
発
表
。

10
／
27
以
降
、
発
熱
な
ど
コ
ロ
ナ

が
疑
わ
れ
る
人
は
ま
ず
か
か
り
つ

け
医
に
電
話
で
相
談
す
る
方
式
に

変
更
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
県
は

１
１
４
施
設
を
追
加
指
定
し
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

組
織
現
勢
は
増
勢
を
続
け
７

６
３
４
人
と
な
っ
た
。
２
０
２
０

年
後
半
期
共
済
制
度
普
及
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
普
及
活
動
が
困
難
な

中
、
組
織
拡
大
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
全
国
災
対
連

「
災
害
対
策
全
国
交
流
会
２
０
２

０
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
＆
東
京
会

場
）
が
「
感
染
拡
大
と
自
然
の
複

合
災
害
か
ら
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
（
11
／

７
）
さ
れ
た
こ
と
、
②
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
が
今
国
会
で
改
正

さ
れ
る
見
込
み
で
、
こ
れ
ま
で
公

的
支
援
の
な
か
っ
た
「
半
壊
」
の

一
部
が
「
中
規
模
半
壊
」（
住
宅

損
壊
割
合
30
％
以
上
40
％
未
満
）

と
概
念
化
さ
れ
、
25
万
円
〜
１
０

０
万
の
支
援
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
「
世
界

が
動
き
出
し
た
今
」（
来
場
55
人

／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
40
人
）
を
テ
ー

マ
に
11
／
１
に
開
催
し
、
分
科
会

発
表
（
18
演
題
：
医
科
12
、
歯
科

４
、
薬
科
２
）
で
は
、
遠
隔
地
か

ら
も
参
加
で
き
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活

用
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
11
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）

　

政
府
の
〝
窓
口

負
担
の
公
平
化
〞

と
称
し
て
75
歳
以

上
の
窓
口
負
担
を

倍
増
す
る
検
討

が
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

対
象
と
す
る
所
得
に
つ
い
て
、

与
党
内
で
の
調
整
の
結
果
、
12

月
９
日
、
自
民
・
公
明
両
党

は
、
単
身
で
年
収
２
０
０
万
円

以
上
の
約
３
７
０
万
人
を
対
象

と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

菅
首
相
や
与
党
は
負
担
増
の

理
由
付
け
と
し
て
、
現
状
の
窓

口
負
担
割
合
を
取
り
上
げ
、
現

役
世
代
よ
り
も
高
齢
者
の
負
担

割
合
が
低
い
「
不
公
平
」
を
是

正
す
る
こ
と
、
高
齢
者
の
医
療

費
負
担
に
よ
っ
て
、
若
者
や
現

役
世
代
の
保
険
料
負
担
が
重
く

な
る
の
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
は
現
役
世

代
に
比
べ
て
抱
え
る
疾
患
が
多

い
た
め
、
窓
口
負
担
割
合
が
低

く
と
も
、
負
担
額
で
は
現
役
世

代
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
、
む
し

ろ
不
公
平
を
よ
り
い
っ
そ
う
拡

大
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

保
険
料
負

担
に
つ
い
て

も
、
被
保
険

者
負
担
の
ほ

か
に
事
業
主

負
担
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
保
険
料
引
き
上
げ

を
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
世

界
的
に
見
て
低
い
日
本
の
保
険

料
事
業
主
負
担
を
、
大
企
業
を

中
心
に
引
き
上
げ
る
の
が
先
決

で
あ
ろ
う
。

　

政
府
は
、
社
会
保
障
を
切
り

捨
て
る
理
由
と
し
て
、
高
医
療

費
に
よ
っ
て
国
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
と
い
う
〝
医
療
費
亡
国

論
〞
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
社
会
支
出
を
比
べ
る

と
、
日
本
の
社
会
保
障
費
は
、

高
齢
化
率
を
加
味
す
る
と
平
均

値
よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
れ

は
、〝
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
〞
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
新

自
由
主
義
政
策
に
よ
っ
て
、
日

本
の
社
会
保
障
が
削
ら
れ
て
い

っ
た
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
以
上
の
社
会
保
障
を

提
供
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
国

で
順
調
に
経
済
成
長
し
て
お

り
、
政
府
が
言
う
、〝
医
療
費

亡
国
論
〞
の
誤
り
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

そ
も
そ
も

税
収
が
不
足

す
る
と
言
う

の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
下

げ
に
下
げ
て

き
た
法
人
税
率
や
所
得
税
最
高

税
率
を
段
階
的
に
元
に
戻
す
な

ど
、〝
税
の
公
平
化
〞
を
も
っ

て
、
超
高
齢
社
会
の
社
会
保
障

に
必
要
な
税
収
を
確
保
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　

国
の
基
礎
は
国
民
で
あ
る
。

国
民
が
生
活
に
安
心
を
覚
え
て

こ
そ
、
暮
ら
し
も
豊
か
に
な

り
、
経
済
成
長
へ
の
道
も
開
け

る
。
今
こ
そ
、
政
府
は
社
会
保

障
拡
充
へ
舵
を
切
る
べ
き
で
あ

る
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、
こ

れ
ま
で
患
者
負
担
増
計
画
中
止

を
求
め
る
署
名
運
動
に
取
り
組

み
、
今
年
は
２
万
筆
近
い
署
名

を
国
会
へ
提
出
し
た
。
検
討
中

の
負
担
増
計
画
は
、
来
年
の
通

常
国
会
で
法
案
提
出
が
な
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
る
。
今
一
度

「
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名

運
動
に
取
り
組
み
、
社
会
保
障

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
へ
の
負
担
増
計
画

を
国
民
に
知
ら
せ
、
患
者
・
介

護
に
か
か
わ
る
方
々
と
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
計
画
を
中
止
に
追

い
込
も
う
。

75
歳
以
上
の
患
者
窓
口
負
担
増
計
画
反
対

計
画
阻
止
へ
署
名
運
動
に

今
一
度
取
り
組
も
う

　

前
回
解
説
を
行
っ
た
紹
介
状
な

し
の
病
院
受
診
時
の
定
額
負
担
の

引
き
上
げ
と
対
象
病
院
拡
大
に
つ

い
て
、
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
よ
り
具
体
的
な
提
案
が
行
わ
れ

た
。
今
回
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　

同
部
会
で
は
具
体
的
に
「
①
新

た
に
設
け
ら
れ
る
『
紹
介
患
者
へ

の
外
来
を
基
本
と
す
る
医
療
機

関
』
に
も
、
対
象
医
療
機
関
を
拡

大
す
る
」「
②
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
担
う
地
域
の
医
療
機
関
を
受

診
せ
ず
、
あ
え
て
紹
介
状
な
し
で

大
病
院
を
受
診
す
る
患
者
の
初
・

再
診
に
つ
い
て
は
、
一
定
額
を
保

険
給
付
範
囲
か
ら
控
除
し
、
同
額

以
上
に
定
額
負
担
の
額
を
増
額
す

る
」「
③
大
病
院
か
ら
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
担
う
地
域
の
医
療
機

関
へ
の
逆
紹
介
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
再
診
を
続
け
る
患
者
へ
の

定
額
負
担
を
中
心
に
、
除
外
要
件

の
見
直
し
等
を
行
う
」
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。

　

①
に
つ
い
て
、
当
初
、
厚
生
労

働
省
は
一
般
病
床
２
０
０
床
以
上

を
持
つ
す
べ
て
の
病
院
に
対
象
を

広
げ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
が
、

病
院
団
体
等
の
反
対
を
受
け
、
義

務
化
の
対
象
を
一
般
病
床
２
０
０

床
以
上
で
「
紹
介
患
者
へ
の
外
来

対
す
る
外
来
」
に
修
正
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
は
「
病
床
機
能
報
告
」

患
者
か
ら
徴
収
す
る
定
額
負
担
で

賄
う
と
い
う
制
度
で
あ
る

以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
以
外

は
、
手
挙
げ
方
式
と
す
る
方
向
を

示
し
た
。

　

「
紹
介
患
者
へ
の
外
来
を
基
本

と
す
る
医
療
機
関
」
は
、
こ
れ
ま

で
「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用

す
る
外
来
（
仮
称
）」
と
さ
れ
て

き
た
医
療
機
関
を
指
す
。
今
年
３

月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回

医
療
計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る

検
討
会
」
で
は
「
類
型
❶
医
療
資

源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
入
院
の

前
後
の
外
来
」「
類
型
❷ 

高
額
等

の
医
療
機
器
・
設
備
を
必
要
と
す

る
外
来
」「
類
型
❸ 

特
定
の
領
域

に
特
化
し
た
知
見
を
有
す
る
医
師

・
医
療
人
材
を
必
要
と
す
る
外

来
」
と
３
類
型
に
定
義
し
た
。
そ

の
後
、
類
型
❸
は
「
紹
介
患
者
に

を
基
本
と
す
る

医
療
機
関
」
に

限
定
し
、
す
で

に
対
象
と
な
っ

て
い
る
特
定
機

能
病
院
や
一
般

病
床
２
０
０
床

に
倣
い
、
地
域
に
お
け
る
外

来
機
能
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
今
後
「
外
来
機
能
報

告
（
仮
称
）」
を
行
う
と
し

て
お
り
、
一
般
の
診
療
所
も

対
象
と
す
べ
き
と
の
意
見
も

根
強
い
。
今
回
の
厚
労
省
案

が
実
現
す
れ
ば
、
最
終
的
に

重
装
備
の
診
療
所
か
ら
一
定

数
の
一
般
病
床
を
持
つ
病
院

は
す
べ
て
、
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
紹
介
患
者
を
診
る
べ

き
医
療
機
関
と
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。
そ
う
な
れ
ば
現

在
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
基

本
と
し
た
日
本
の
地
域
医
療

は
大
き
く
変
化
し
、
原
則
か

か
り
つ
け
医
を
通
し
て
で
し

か
検
査
や
手
術
、
入
院
で
き

な
い
制
度
と
な
る
。

　

②
は
、
紹
介
状
な
し
で
大

病
院
を
受
診
す
る
患
者
の
初

・
再
診
料
の
一
部
を
保
険
か

ら
外
し
、
病
院
は
そ
の
分
を

（
図
）。
厚
労
省
は
、
こ
う
し
た

選
定
療
養
費
制
度
は
す
で
に
「
１

８
０
日
以
上
の
入
院
」
で
導
入
さ

れ
て
い
る
と
い
う
が
、
今
回
対
象

と
な
る
初
・
再
診
料
は
基
本
診
療

料
で
あ
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
診

療
料
に
選
定
療
養
費
制
度
を
導
入

し
、
患
者
か
ら
自
由
料
金
を
得
た

分
は
保
険
給
付
し
な
い
と
な
れ

ば
、
２
０
０
２
年
の
健
保
法
改
正

法
附
則
の
「
将
来
に
わ
た
っ
て
７

割
の
給
付
を
維
持
す
る
」
と
い
う

定
め
が
反
故
に
さ
れ
る
。

　

③
は
、
再
診
に
お
い
て
「
特
別

の
料
金
を
徴
収
し
な
か
っ
た
患

者
」
の
う
ち
、「
保
険
医
療
機
関

（
担
当
医
師
）
が
当
該
保
険
医
療

機
関
を
直
接
受
診
す
る
必
要
性
を

特
に
認
め
た
患
者
」
の
割
合
が
、

23
・
８
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を

厚
労
省
や
一
部
の
有
識
者
が
高
す

ぎ
る
と
問
題
視
し
、
医
師
の
判
断

で
安
易
に
受
診
を
続
け
な
い
よ
う

に
定
額
負
担
の
免
除
要
件
を
厳
し

く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
医
師
の
判
断
に
よ
る
再
診
さ

え
も
問
題
視
す
る
の
は
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
ど
こ
ろ
か
医
師
の
権
限
の

否
定
で
あ
る
。

　

紹
介
状
な
し
の
大
病
院
受
診
時

の
定
額
負
担
を
選
定
療
養
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
政
府
に
は
紹

介
状
な
く
大
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
は
、
必
要
が
な
い
の
に
個
室
に

入
院
す
る
よ
う
な
贅
沢
で
あ
る
と

い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

政
府
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
を
抑
制
し

つ
づ
け
、
国
民
に
受
診
抑
制
を
促

し
た
。
そ
し
て
感
染
拡
大
局
面
に

際
し
て
も
、
政
府
が
行
う
べ
き
公

衆
衛
生
行
政
を
放
棄
し
、
一
般
の

医
療
機
関
に
検
査
や
診
療
を
丸
投

げ
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
政
府

の
い
う
「
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
」
な
ど
、
単
に
医
療
費
を
抑
制

す
る
と
い
う
目
的
し
か
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

政策解説③
ス
ト
ッ
プ
！　

ス
ト
ッ
プ
！　

　
　
　

負
担
増

　
　
　

負
担
増

初
・
再
診
料
の
保
険
外
し

紹
介
状
な
し
の
病
院
受
診

協
会
政
策
部

図　病院受診時の初・再診料の一部の保険給付外し
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１
月
17
日
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
25
年

を
迎
え
た
。
協
会
と
協

会
西
宮
・
芦
屋
支
部

は
、
翌
18
日
に
、
西
宮

市
内
で
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
25
年
の
集
い 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
―

東
日
本
大
震
災
―
原
発

事
故
」
を
開
催
し
、
会

員
・
市
民
ら
１
６
０
人

が
参
加
し
た
。
計
７
人

の
演
者
・
報
告
者
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
後
の
復

興
の
問
題
点
等
を
報
告

し
た
。

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

の
２
割
化
な
ど
の
医
療
・
介
護
の
負
担
増
計
画
に
対
し
て
、

協
会
・
保
団
連
は
、
負
担
増
計
画
阻
止
へ
「
医
療
・
介
護
の

　

11
月
１
日
に
投
開
票
さ
れ
た
大
阪

市
廃
止
・
特
別
区
設
置
住
民
投
票
に

対
し
、
協
会
は
保
団
連
や
大
阪
歯
科

協
会
の
要
請
を
受
け
、
９
月
26
日
の

第
１
１
１
９
回
理
事
会
で
大
阪
市
廃

止
反
対
運
動
へ
の
支
援
を
決
定
。
活

動
支
援
募
金
を
届
け
る
と
と
も
に
、

協
会
役
員
を
派
遣
し
、
反
対
運
動
に

取
り
組
ん
だ
。
投
票
の
結
果
、
反
対

多
数
と
な
り
、
大
阪
市
の
存
続
が
決

定
し
た
。

負
担
増
の
中
止

を
求
め
る
請
願

署
名
（
通
称
：

み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！
負
担
増

署
名
）」
に
取

り
組
み
、
２
万

筆
超
を
集
め
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
受
診
抑
制
を
引
き
起

こ
し
、
医
療
機
関
は
経
営
の
危
機

に
陥
っ
た
。
協
会
は
医
療
機
関
へ

の
診
療
報
酬
概
算
払
い
な
ど
で
減

収
補
填
を
求
め
る
要
請
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　

３
月
７
日
に
は
、
厚
生
労
働
省

な
ど
に
感
染
対
策
拡
充
を
求
め
る

緊
急
Ｆ
Ａ
Ｘ
要
請
を
実
施
。
検
査

体
制
の
拡
充
や
保
健
所
の
体
制
強

化
、
医
療
機
関
の
感
染
対
策
拡
充

な
ど
を
要
請
し
た
。

　

４
月
実
施
の
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
は
、
厚
労
省
へ
情
勢
を
踏

ま
え
て
改
定
を
延
期
す
る
よ
う
要

求
し
た
が
、
厚
労
省
は
４
月
改
定

を
強
行
し
た
。
協
会
は
県
下
各
地

で
予
定
し
て
い
た
診
療
報
酬
改
定

研
究
会
を
中
止
す
る
代
わ
り
に
、

点
数
改
定
の
解
説
動
画
を
作
成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
会
員
限
定

で
公
開
し
た
。

　

会
員
医
療
機
関
の
実
態
を
つ
か

む
た
め
、
３
月
以
降
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

（
緊
急
）
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
計
３

回
実
施
。
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
の
感
染
対
策
物
資
不

足
な
ど
の
問
題
や
深
刻
な
受
診
抑

制
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
協
会
は
会
員

医
療
機
関
へ
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
物
資
を
会
員
に
届
け
る
と
と
も

に
、
独
自
に
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
、
活
性
次
亜
塩
素
酸
水

の
頒
布
を
行
っ
た
。

　

受
診
抑
制
に
つ
い
て
は
、
協
会

は
ポ
ス
タ
ー
の
会
員
医
療
機
関
へ

の
送
付
や
、
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
で

患
者
さ
ん
に
定
期
的
な
受
診
を
促

し
た
。
特
に
歯
科
で
は
、「
不
要

不
急
」
の
治
療
を
控
え
る
よ
う
求

め
る
厚
労
省
の
事
務
連
絡
が
発
出

さ
れ
た
こ
と
や
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

に
よ
り
、
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態

と
な
っ
た
た
め
、
必
要
な
歯
科
受

診
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
『
早
め
の
歯
科
治
療
と
定

動
で
は
、
医
療
機
関
経
営
へ
の
補

償
と
い
う
切
実
な
要
求
を
掲
げ
、

盛
山
正
仁
衆
院
厚
労
委
員
長
（
自

民
党
）・
桜
井
周
衆
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
党
）・
清
水
忠
史
衆

議
院
議
員
（
共
産
党
）
ら
と
面

会
。
診
療
報
酬
の
概
算
払
い
を
認

め
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

ま
た
診
療
報
酬
概
算
払
い
の
正

当
性
を
周
知
す
る
た
め
に
、
医
療

機
関
へ
の
補
償
の
必
要
性
に
つ
い

て
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
医

療
の
提
供
は
国
の
責
任
で
―
医
療

機
関
へ
の
補
償
を
求
め
て
―
』
を

作
成
。
国
民
の
受
療
権
や
医
療
の

公
益
・
非
営
利
性
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
る
。

　

発
熱
外
来
に
あ
た
っ
て
の
診
療

上
の
工
夫
や
厳
し
い
経
営
実
態
を

会
員
に
紹
介
す
る
た
め
に
随
時
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
感

染
拡
大
時
の
押
さ
え
込
み
に
成
功

し
た
韓
国
の
大テ

邱グ

市
医
師
会
の
医

師
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
の
時
宜
に
合

わ
せ
た
企
画
を
開
催
し
た
。

期
的
な
専
門

的
口
腔
ケ
ア

は
感
染
予
防

の
カ
ギ
』
を

発
行
し
、
会

員
医
療
機
関

へ
25
万
部
以

上
を
無
料
頒

布
し
た
。

　

６
月
以
降

に
再
開
し
た

国
会
要
請
行

　歯科治療に欠かせない、金銀パラジウム合
金の購入価格が保険償還価格を上回る「逆ザ
ヤ」の拡大に対し、協会は国会要請行動や厚
労省への要請を実施。結果、７月の改定で逆
ザヤは一時的に解消したが、10月にはマイナ
ス改定がなされ逆ザヤが再度広げられるな
ど、問題の本質的解決には程遠い。

　協会はコロナ禍の下でも会員拡大に積極的に取り
組み、会員数は過去最高の7,637人となった。届出
医療や適時調査の対策などで３病院の入会を得た。

　核兵器への投融資を禁止する「Don’t 
bank on the bomb（DBOB）運動」の企画
の開催や、神戸市による解体予定の建物の
アスベスト見落としを指摘するなど、反核
平和・環境公害分野でも多彩な運動に取り
組んだ。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

概
算
払
い
を
求
め
る
要
請
や

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
全
力

ZOOM UP!ZOOM UP! 20202020

阪神・淡路大震災25年

コロナ禍でも

西宮・芦屋支部で企画

反核平和・環境公害対策も
多彩な取り組み

金パラ「逆ザヤ」
　　問題解消へ奮闘

会員数7600人超へ

ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増

新
署
名
を
ス
タ
ー
ト

大
阪「
都
構
想
」

　

 

反
対
へ
協
力

　2020年の兵庫県保険医協会の活動を
写真とともに振り返る。

改
定
解
説
動
画
を
公
開
。

若
手
役
員
も
出
演　
　
　

緊急アンケートの結果報告会についてマス
コミで大きく取り上げられた（４月５日）

今年取り組んだ「みんなで
ストップ！負担増」署名　

盛山衆院厚労委員長（左）に医療
機関の減収補填を要請（６月４日）

コ
ロ
ナ
対
策
へ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
２
種
を
作
成　

住
民
本
位
の
復
興
の
あ
り
方
を
考
え
た

（
１
月
18
日
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ス
改
定
に
よ
り
逆
ザ
ヤ
が
再
び
拡
大

協
会
役
員
が
都
構
想
反
対
を
訴
え

近畿のDBOB企画（右）に協力（８月23日）
神戸市のアスベスト見落としの指摘を報じる
神戸新聞（左）（11月16日） 　　　　　　　

会員増加の足どり

0

2,000

4,000

6,000

8,000
（人）

（年. 月）
64.6 74.6 84.6 94.6 04.6 20.10

保険償還価格

購入価格
逆 

ザ 

ヤ

保団連「金パラ『逆ザヤ』シミュレータ」　2020年11月16日時点の数値から作成。購入価格平均は30グラム・税込みの価格
保険償還価格は１グラムの告示価格を30グラムあたりに換算した値。

10月

¥73,500¥73,500

¥79,860¥79,860

¥62,490¥62,490

¥85,800¥85,800¥85,561¥85,561
¥83,584¥83,584

¥79,778¥79,778
¥78,262¥78,262¥79,011¥79,011

９月８月７月６月５月

¥12,300¥12,300

¥5,701¥5,701

¥3,724¥3,724

¥‒82¥‒82

¥15,772¥15,772¥16,521¥16,521

（大阪府歯科保険医協会より）
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協
会
が
11
月
15
日
に
開
催

し
た
第
97
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・

執
行
部
答
弁
の
要
旨
、
決
議

全
文
を
掲
載
す
る
。コロナ禍の今こそ社会保障拡充をコロナ禍の今こそ社会保障拡充を

第97回 評議員会　詳報

　

新
政
権
は
前
政
権
の
政
策
を
引

き
継
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
通
り
患
者
・
利
用

者
の
負
担
増
を
さ
ら
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
患
者
負
担
増
は
、

経
済
的
弱
者
、
健
康
弱
者
を
中
心

に
、
受
診
抑
制
や
早
期
発
見
治
療

の
遅
れ
、
重
症
化
の
危
険
性
を
高

め
る
。
同
時
に
、「
医
療
は
平
等

だ
」
と
い
う
国
民
共
有
の
意
識
を

分
断
す
る
だ
ろ
う
。
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
に
、
年
齢
要
件
や
所
得

に
よ
る
負
担
格
差
や
分
断
を
持
ち

込
む
べ
き
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
本
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
た
め
、「
受
診
抑
制
」「
患
者
数

減
少
」
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は

自
然
災
害
と
同
じ
で
あ
り
、
経
営

悪
化
は
決
し
て
個
々
の
医
療
機
関

の
責
任
で
は
な
い
。
国
に
は
、
高

い
公
益
性
と
非
営
利
性
を
有
す
る

医
療
に
対
し
て
、
そ
の
経
営
補
償

を
通
じ
て
、
国
民
へ
の
医
療
提
供

体
制
を
維
持
す
る
責
任
が
あ
る
。

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

今
こ
そ
国
民
と
と
も
に

社
会
保
障
充
実
へ
活
動
し
よ
う

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

私
た
ち
が
要
求
す
る
「
概
算
払

い
」
は
、
簡
素
で
公
平
で
、
即
効

性
と
透
明
性
を
有
し
て
い
る
。

「
３
月
に
遡
っ
て
」「
全
医
療
機

関
を
対
象
と
し
」「
昨
年
度
の
請

求
実
績
に
基
づ
き
」「
１
０
０
％

全
額
」
補
償
を
求
め
る
と
い
う
４

点
の
原
則
を
共
有
し
、
今
後
も
力

強
く
主
張
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
こ
そ
「
役

に
立
ち
頼
り
に
な
る
協
会
で
あ
る

べ
し
」
と
い
う
協
会
の
原
点
に
立

ち
戻
り
、
ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
た
研

究
会
活
動
、
感
染
防
護
具
等
の
迅

速
な
手
配
と
配
布
、
コ
ロ
ナ
関
連

の
各
申
請
、
請
求
等
に
お
け
る
情

報
提
供
、
組
織
拡
大
と
、
よ
り
一

層
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

今
回
、
医
療
提
供
体
制
の
重
要

性
と
余
力
不
足
を
、
国
民
は
目
の

当
た
り
に
し
た
。
今
こ
そ
十
分
な

医
療
提
供
体
制
を
拡
充
す
べ
き

だ
。
医
療
の
重
要
性
を
知
っ
た
国

民
と
と
も
に
、
医
療
社
会
保
障
の

充
実
に
向
け
て
活
動
し
よ
う
。

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

診
る
ほ
ど
減
額
の

補
助
金
見
直
し
を尼崎支部

木村祐子評議員

東
日
本
大
震
災
10
年

書
籍
を
出
版

西宮・芦屋支部

坂尾将幸評議員

協
会
の
政
治
的

影
響
力
強
化
す
べ
き

北阪神支部

谷口紀善評議員

病
院
統
合
に
よ
る

一
極
集
中
は
危
険北播支部

林　武志予備評議員

危
険
な
菅
首
相
の

学
術
会
議
任
命
拒
否

姫路・西播支部

正木茂博理事

今
こ
そ
社
会
保
障
運
動
へ
の

住
民
理
解
と
参
加
促
進
を

神戸支部

藤末　衛評議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
際
し
、
発

熱
者
対
応
を
保
健
所
か
ら
丸
投
げ

さ
れ
、
検
査
が
で
き
な
い
医
療
機

関
へ
の
信
頼
と
安
全
が
揺
ら
い

だ
。
今
も
患
者
さ
ん
の
通
院
控
え

等
に
よ
り
、
各
医
療
機
関
の
経
営

は
困
窮
を
極
め
続
け
て
い
る
。

　

尼
崎
市
は
他
地
区
に
先
駆
け
、

唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原

検
査
が
可
能
に
な
り
、
各
医
療
機

関
が
独
自
に
発
熱
外
来
を
設
置
可

能
に
な
っ
た
。
診
療
・
検
査
医
療

機
関
の
登
録
に
多
く
の
医
療
機
関

が
手
挙
げ
を
し
、
地
域
の
医
療
崩

壊
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
の
補
助
金
は
患
者
が
多
い

診
療
所
ほ
ど
減
額
さ
れ
る
奇
怪
な

も
の
で
、
頑
張
っ
て
い
る
医
療
機

関
ほ
ど
燃
え
尽
き
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
。
保
険
医
協
会
に
現

状
を
把
握
し
、
世
間
と
行
政
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

よ
り
、
失
業
等
生
活
苦
に
対
す
る

支
援
な
ど
、
社
会
福
祉
の
分
野
で

の
対
応
が
今
後
求
め
ら
れ
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
弱
い
立
場

に
置
か
れ
る
人
た
ち
の
声
な
き
声

に
常
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
寄
り
添

い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
社
会

を
構
築
す
る
た
め
に
も
評
議
員
の

一
人
と
し
て
そ
の
推
進
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
。

　

北
阪
神
支
部
で
は
、
地
元
選
出

議
員
と
の
懇
談
を
盛
ん
に
し
て
い

る
。
受
診
抑
制
を
も
た
ら
す
75
歳

以
上
の
患
者
負
担
増
を
止
め
、
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
に
は
協
会

の
政
治
的
影
響
力
の
強
化
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
地
元
の
議
員
と
の

懇
談
に
加
え
、
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
議
員
を
当
選
さ
せ
る
た
め

の
努
力
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が

り
に
よ
る
経
済
の
深
刻
な
低
迷
に

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
関
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用

い
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

し
、
10
月
に
は
大
阪
医
科
大
学
附

属
病
院
感
染
対
策
室
室
長
の
浮
村

聡
先
生
を
講
師
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用

で
研
究
会
を
開
催
し
た
。
11
月
に

も
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中

央
市
民
病
院
感
染
症
科
の
黒
田
浩

一
先
生
の
研
究
会
を
開
催
す
る
。

支
部
独
自
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

も
実
施
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
前

に
、
現
在
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
被
災
地
内
外
の
つ
な
が
り
を

強
め
、
生
活
者
の
立
場
か
ら
被
災

地
復
興
に
具
体
的
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
８
月
に
『
東
日

本
大
震
災
・
原
発
震
災
10
年
、
そ

の
あ
と
に
―
医
療
・
福
祉
・
生
活

者
の
視
点
か
ら
の
提
言
』
を
協
会

と
共
同
編
集
で
出
版
し
た
。
ぜ
ひ

ご
一
読
い
た
だ
き
、
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

地
域
医
療
構
想
に
感
染
症
病
床

の
整
備
は
全
く
盛
り
込
ま
れ
て
お

ら
ず
、
マ
ス
ク
も
ワ
ク
チ
ン
も
輸

入
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
新

自
由
主
義
的
政
策
の
問
題
で
あ

り
、
新
自
由
主
義
的
政
策
か
ら
の

転
換
が
必
要
だ
。
第
３
波
が
到
来

し
つ
つ
あ
る
が
、
第
１
波
の
際
の

教
訓
を
活
か
す
必
要
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
は
地
域
医
療
連
携
だ
。

　

医
療
が
非
常
に
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
な
仕
事
だ
と
明
ら
か
に
な
り
、

医
療
機
関
へ
の
国
民
の
信
頼
が
上

が
っ
て
い
る
。
消
費
税
に
頼
ら
ず

財
源
を
確
保
し
て
の
社
会
保
障
費

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
多
く
の

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

幹
事
会
は
月
１
回
開
催
し
、
３

〜
５
人
の
参
加
だ
が
、
若
い
先
生

や
新
し
い
先
生
が
来
ら
れ
な
い
の

が
悩
み
だ
。
不
合
理
な
査
定
へ
の

対
応
を
議
論
す
る
た
め
、
査
定
事

例
を
持
ち
寄
り
討
議
す
る
予
定

だ
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
参
加
者
を
増
や
し
た
い
。

　

安
倍
政
権
は
共
謀
罪
創
設
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
へ
の
人
事
介
入
を
経

て
、
法
を
曲
げ
て
政
権
運
営
し
て

き
た
。
菅
首
相
の
学
術
会
議
会
員

の
任
命
拒
否
も
同
様
で
、
明
ら
か

に
学
者
を
萎
縮
さ
せ
る
目
的
だ
。

国
民
が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
戦
前

の
よ
う
に
右
傾
化
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
政
権
側
に
比
べ
反
対

勢
力
は
メ
デ
ィ
ア
戦
略
で
負
け
て

い
る
と
感
じ
る
。
い
か
に
反
撃
す

る
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

市
立
西
脇
病
院
の
先
進
的
な
発

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

　

今
年
、
世
界
中
で
猛
威
を
奮
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
各
国
が
抱
え
る
社
会
的
な
矛
盾

を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
政
府
が
続
け
て
き
た
「
新
自
由
主
義
」
政
策
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
社
会
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

き
た
診
療
報
酬
の
度
重
な
る
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
数
の
抑
制
、
地
域
医

療
計
画
に
基
づ
く
急
性
期
病
床
や
感
染
症
病
床
の
削
減
、
病
院
や
保
健
所
の
統
廃
合
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
脅
威
に
患
者
・
国
民
を
晒
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
政
府
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
や
マ
ス
コ
ミ

の
過
度
に
不
安
を
煽
る
報
道
等
が
招
い
た
受
診
抑
制
は
、
医
療
機
関
と
地
域
医
療
の
持
続
可
能
性
を
脅
か

す
事
態
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
民
経
済
や
暮
ら
し
の
分
野
で
も
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
に
よ
る
不
安
定
雇
用
の
拡
大
や
低

賃
金
、
消
費
税
増
税
等
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
に
お
い
て
多
く
の
人
々
を
苦
し
め

て
い
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
の
突
然
の
辞
任
を
受
け
て
、
新
た
に
発
足
し
た
菅
義
偉
政
権
は
、
こ
う
し
た
国
民
の
困

難
に
対
し
て
、
生
活
や
営
業
を
保
障
す
る
施
策
を
と
ら
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
な
る
患
者
・
国
民
負
担
増

を
計
画
し
、
地
域
で
の
病
院
統
廃
合
や
病
床
削
減
路
線
に
執
着
し
て
い
る
。
一
方
で
「
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ　

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
等
を
理
由
に
、
一
部
の
大
手
広
告
代
理
店
や
旅
行
代
理
店
、
Ｉ
Ｔ
企
業

等
へ
の
利
益
供
与
に
は
余
念
が
な
い
。

　

ま
た
、
菅
新
政
権
は
、
法
の
下
の
平
等
や
立
憲
主
義
等
、
日
本
を
民
主
主
義
国
家
た
ら
し
め
る
原
則
を

軽
視
す
る
姿
勢
を
安
倍
前
政
権
か
ら
強
く
引
き
継
い
で
い
る
。
菅
首
相
が
日
本
学
術
会
議
の
新
会
員
を
任

命
拒
否
し
「
学
問
の
自
由
」
を
脅
か
し
た
の
も
こ
う
し
た
政
権
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
就
任
か
ら

40
日
を
経
て
よ
う
や
く
召
集
し
た
臨
時
国
会
で
の
所
信
表
明
演
説
で
、
菅
首
相
は
こ
れ
ま
で
政
府
が
社
会

保
障
改
悪
の
た
び
に
用
い
て
き
た
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
「
め
ざ
す
社
会
像
」
と
し
た
が
、
こ
れ

は
、「
新
自
由
主
義
」
政
策
の
誤
り
を
転
換
す
る
ど
こ
ろ
か
、
継
続
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
格
差
と
貧
困
を
助
長
す
る
政
治
を

転
換
し
、
全
て
の
人
が
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
営
め
る
世
の
中
を
実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
全
力
で

奮
闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

記

一 

．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
医
療
機
関
の
減
収
に
対
し
、
昨
年
度
診
療
報
酬
請
求
額
に
基

づ
く
差
額
補
填
を
認
め
る
こ
と
。

一 

．
未
知
の
新
型
感
染
症
に
備
え
る
た
め
に
も
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
し
、
公
衆
衛
生
体
制
や
医
療
提

供
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

一 

．
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、
不
合
理
是
正
を
行
う
こ
と
。

一 

．
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。

一 

．
患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
る
こ
と
。
少
子
化
対
策
と
し
て
も
子
ど
も
の
医
療
費
は
国

の
責
任
で
中
学
３
年
生
ま
で
窓
口
負
担
を
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
無
料
を
目
指
す
こ
と
。

一 

．
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
を
正
当
に
評

価
す
る
と
と
も
に
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
金
パ
ラ
の
償
還
価
格
を
是
正
す
る
こ
と
。

一 

．
消
費
税
を
減
税
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税
負
担
を
解

消
す
る
こ
と
。

一 

．
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
や
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
不
当
な
差
し
押
さ
え
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一 

．
一
部
医
薬
品
の
高
薬
価
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
日
常
診
療
に
不
可
欠
な
医
薬
品
に
つ
い
て
安
定
供

給
で
き
る
よ
う
に
適
正
な
薬
価
を
設
定
す
る
こ
と
。

一 

．
医
療
現
場
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
患
者
に
も
医
療
機
関
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
を
中
止
す
る
こ
と
。

一 

．
生
活
保
護
基
準
額
の
引
き
上
げ
や
捕
捉
率
の
向
上
な
ど
生
活
保
護
の
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
。

一 

．
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
こ
の
間
の
災
害
被
災
者
に
対
し
国
の
責
任
で
支
援
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ

と
。

一 

．
再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
再
稼
働
・
新
増
設
・
輸
出
を
行
わ

ず
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一 

．
震
災
復
旧
作
業
等
で
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
を
受
け
た
人
に
対
す
る
健
診
や
補
償
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
建
築
物
の
解
体
時
等
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
適
切
な
管
理
を
行
う
こ

と
。

一 

．
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件
撤
去
し
、
辺
野
古
沖
へ
の
新
基
地
建
設
計
画
を
中
止
す
る
よ
う
米
国

に
求
め
る
こ
と
。

一 

．
日
本
の
主
権
を
制
限
し
て
い
る
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

一 

．
日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と
も
に
、
核
保
有
国
な

ど
条
約
を
拒
否
す
る
国
に
批
准
を
求
め
る
こ
と
。

一 

．
平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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新
た
な
形
の

支
部
活
動
を
模
索北摂・丹波支部

安部治郎評議員

ア
ス
ベ
ス
ト
対
応

自
治
体
の
姿
勢
た
だ
す

環境・公害対策部

上田進久評議員

歯
科『
ミ
ニ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

ご
活
用
く
だ
さ
い

歯科部会

川村一喜評議員

県
立
病
院
勤
務
医
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

淡路支部

大橋　明評議員

会
員
が
過
去
最
高

７
６
３
７
人
に組織部

宮武博明副理事長

署
名
の
力
で
ス
ト
ッ
プ
！

75
歳
以
上
２
割
負
担政策運動広報委員会

白岩一心理事

韓
国
・
大
邱
医
師
会
の

コ
ロ
ナ
対
策
を
学
ん
だ

国際部

水間美宏理事

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

研
究
会
を
再
開

研究部

清水映二理事

熱
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
に
つ
い
て
、

岩
井
正
秀
院
長
に
西
山
理
事
長
と

私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
岩
井

院
長
か
ら
、
発
熱
外
来
の
概
要
や

地
元
開
業
医
も
輪
番
で
診
察
に
協

力
し
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。
開
業
医
と
し
て
も
、
同
病
院

の
発
熱
外
来
は
非
常
に
心
強
か
っ

た
。

　

岩
井
院
長
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
北
播
磨
地
域
で
は
、
北
播
磨

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
急
性
期
機

能
を
集
約
し
、
他
の
公
立
病
院
は

不
要
と
の
風
潮
が
あ
っ
た
が
、
同

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
設
備
が
充
実
し

た
大
病
院
で
も
感
染
が
広
が
っ
た

こ
と
で
、
地
域
医
療
一
極
化
の
弱

点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
病
院

の
再
編
・
統
合
に
よ
る
基
幹
病
院

へ
の
一
極
集
中
は
や
め
る
べ
き

だ
。

　

協
会
会
員
で
県
立
淡
路
医
療
セ

ン
タ
ー
放
射
線
科
部
長
の
濱
中
章

洋
先
生
の
ご
提
案
で
「
勤
務
医
の

た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
第
２
回
を
11
月
に
、
同
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

す
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に

入
会
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　

島
内
３
医
師
会
が
実
施
主
体
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
、
９
月
１
日

に
開
始
し
た
。
３
医
師
会
の
先
生

方
約
60
人
が
輪
番
で
出
務
さ
れ

る
。
国
や
県
は
早
急
に
医
療
提
供

体
制
を
整
備
す
べ
き
だ
。

　

９
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
幹
事
会

で
、
南
あ
わ
じ
市
の
歯
科
開
業
医

・
協
会
評
議
員
の
佐
藤
圭
先
生
に

「
歯
科
診
療
所
に
お
け
る
感
染
症

対
策
」
に
つ
い
て
話
題
提
供
い
た

だ
き
、
医
科
歯
科
連
携
の
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
今
後
も
定
期
的
に

連
携
企
画
を
開
催
し
て
い
く
。

　

支
部
で
は
９
月
26
日
に
支
部
総

会
を
開
催
。
記
念
講
演
で
新
型
コ

ロ
ナ
関
連
経
営
支
援
制
度
に
つ
い

て
、
松
田
力
税
理
士
・
社
会
保
険

労
務
士
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
好

評
を
得
た
。
議
事
で
は
森
下
順
彦

支
部
長
が
退
任
さ
れ
、
中
西
透
先

生
を
新
支
部
長
に
選
出
し
た
。

　

支
部
幹
事
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
と
し
て
、
支
部
で
は
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
用
い
た
研
究
会
・
研
修
会

や
文
化
企
画
の
検
討
を
始
め
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
情
報
や
、
支
部
活
動
に
若
い

先
生
に
多
く
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

西
宮
市
の
旧
夙
川
短
期
大
学
校

舎
の
解
体
工
事
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
事
件
に
お
け
る
事
後
対
応
に

つ
い
て
、
西
宮
市
に
健
康
リ
ス
ク

評
価
の
実
施
を
求
め
て
い
る
が
、

ま
と
も
な
回
答
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
大
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
長
期

間
飛
散
し
、
健
康
被
害
が
危
惧
さ

れ
、
さ
ら
に
現
場
付
近
は
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
だ
っ
た
。
引
き
続

き
市
の
姿
勢
を
た
だ
し
た
い
。

　

今
な
お
続
く
治
療
中
断
は
、
患

者
さ
ん
と
歯
科
医
療
現
場
に
深
刻

　

国
際
部
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研

究
会
「
大テ

邱グ

市
医
師
会
に
聞
く　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
を
10
月
24
日

に
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を

含
め
30
人
が
参
加
し
た
。
韓
国
大

邱
市
と
神
戸
市
は
親
善
協
力
都
市

で
も
あ
り
、
７
月
か
ら
交
渉
を
積

み
重
ね
て
実
現
し
た
。

　

キ
ム
・
デ
ヒ
ョ
ン
啓
明
大
学
医

学
部
教
授
が
、
専
門
病
院
を
指
定

し
重
症
度
に
応
じ
患
者
の
割
り
振

り
を
行
っ
た
等
の
集
団
感
染
発
生

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
ミ
ン
・
ボ

ッ
キ
大
邱
広
域
市
医
師
会
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
長
が
、

呼
吸
器
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置

な
ど
、
今
後
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
の
同
時
流
行
に
備
え
た
対
策
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

今
後
も
韓
国
や
、
そ
の
他
の
国

な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
歯

科
部
会
は
ミ
ニ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
早
め
の
歯
科
治
療
と
定
期
的
な

専
門
的
口
腔
ケ
ア
は
感
染
予
防
の

カ
ギ
」
を
作
成
し
た
。
歯
科
治
療

や
専
門
的
口
腔
ケ
ア
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
に
役
立
つ
こ
と
を
解
説

し
、
安
心
し
て
歯
科
を
受
診
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

11
月
３
日
の
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
・

市
民
学
習
会
で
も
、
日
本
口
腔
衛

生
学
会
・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
検
討

本
部
副
本
部
長
・
天
野
敦
雄
先
生

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
歯
周
病
治
療

や
専
門
的
口
腔
ケ
ア
の
有
効
性
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
講
演
さ
れ

た
。
歯
科
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

医
科
の
先
生
に
も
待
合
室
な
ど
で

ご
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

神
戸
市
営
住
宅
解
体
に
お
け
る

ず
さ
ん
な
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
神
戸
市
は
当

初
、
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な

い
と
説
明
し
た
が
、
協
会
が
飛
散

性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
し
、
調
査
の
不
備
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
公
共
事
業
で

こ
れ
な
の
で
、
民
間
の
解
体
工
事

の
実
態
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
住

民
が
監
視
し
て
い
る
こ
と
を
行
政

に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
菅
新
内
閣

は
依
然
と
し
て
社
会
保
障
費
抑
制

方
針
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
医
療
・
介
護
が
必
要

な
人
に
、
さ
ら
な
る
受
診
抑
制
が

起
こ
る
。
わ
が
国
の
主
権
者
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
だ
。「
み
ん
な

で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名

は
、
憲
法
に
基
づ
い
て
、
主
権
者

と
し
て
の
権
利
「
請
願
権
」
を
行

使
す
る
も
の
だ
。
署
名
の
内
容

は
、
医
療
・
介
護
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
国

民
の
願
い
に
沿
っ
た
も
の
だ
。

　

総
理
が
代
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
署
名
用
紙
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
。
一
筆
で
も
多
く
の
署
名

が
政
治
を
変
え
る
力
に
な
る
。
署

名
に
も
う
一
度
取
り
組
も
う
。

々
の
医
療
者
と
の
交
流
も
深
め
た

い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
３
月
〜
６
月
の
診
療
内
容
向

上
研
究
会
（
診
内
研
）
を
延
期
し

て
い
た
が
、
７
月
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
併
用
の
上
再
開
し
た
。
ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
29
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

は
、
11
月
１
日
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
世
界
が
動
き
出
し
た
今
」
と
し

て
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
分
科
会
の
み
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
行
い
、
３
分
科
会
で

計
18
演
題
の
ご
報
告
を
い
た
だ

き
、
95
人
（
来
場
55
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
40
人
）
が
参
加
さ
れ

た
。
来
年
も
同
じ
時
期
に
予
定
し

て
い
る
の
で
、
次
回
も
ご
参
加
を

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

医
療
機
関
の
減
収
補
填
は

国
の
責
任
で

副理事長
武村 義人

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

活
動
強
め
る

副理事長
森岡 芳雄

歯
科
医
療
の
大
切
さ

強
く
訴
え
よ
う

副理事長
加藤 擁一

　

谷
口
評
議
員
と
藤
末
評
議
員
の

質
問
に
お
答
え
す
る
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
政
府
が

行
う
べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て

お
り
、
感
染
拡
大
予
防
と
経
済
の

立
て
直
し
だ
。
自
粛
は
補
償
と
あ

わ
せ
て
行
う
べ
き
だ
。
ま
た
、
わ

れ
わ
れ
は
医
療
機
関
の
減
収
分
の

補
償
を
要
求
し
て
い
る
。
医
療
機

関
は
経
営
主
体
が
私
的
で
も
公
的

で
も
、
医
療
を
国
民
に
提
供
す
る

と
い
う
憲
法
に
基
づ
い
た
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
国
に
は
経
営
を

保
障
す
る
義
務
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
医
師
・
歯
科
医
師
が
そ
の
役
割

を
自
覚
し
、
国
民
に
も
知
ら
せ
る

こ
と
が
大
事
だ
。

　

藤
末
評
議
員
が
指
摘
さ
れ
た
新

自
由
主
義
の
問
題
点
に
つ
い
て
は

全
く
そ
の
通
り
だ
。

　

谷
口
評
議
員
か
ら
議
員
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た

が
、
議
案
で
も
紹
介
し
て
い
る
よ

う
に
７
月
に
は
県
知
事
が
慰
労
金

の
範
囲
を
狭
め
よ
う
と
し
た
こ
と

に
対
し
、
協
会
が
要
請
し
、
そ
れ

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
ラ
ジ
オ
関
西
が
報
道

し
撤
回
さ
せ
た
。
議
員
を
動
か
す

　

木
村
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
指
摘
の
通
り
県
の
対
応
は
新

型
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
の
診
療
と
検

査
を
地
域
の
医
療
機
関
に
丸
投
げ

す
る
も
の
で
、
多
く
の
先
生
方
か

ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
間
の
患
者
の
受
診
抑

制
で
医
療
機
関
の
経
営
も
非
常
に

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
中
、

先
生
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に

国
の
対
応
は
補
助
金
や
支
援
金
の

支
給
と
い
う
形
に
と
ど
ま
っ
て
い

て
、
十
分
な
収
入
補
填
が
な
い
。

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
協
会
の
活
動
の
最
重
要
課
題

と
し
て
医
療
機
関
の
経
営
支
援
を

位
置
付
け
た
い
。

　

正
木
理
事
の
発
言
の
通
り
、
日

本
学
術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
の

問
題
に
つ
い
て
先
生
の
意
見
に
全

く
同
感
だ
。
分
野
を
問
わ
ず
政
府

の
対
応
を
批
判
す
る
世
論
を
盛
り

上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

日
本
の
民
主
主
義
が
問
わ
れ
て
い

る
問
題
な
の
で
、
協
会
と
し
て
も

発
信
を
強
め
た
い
。

　

林
予
備
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
議
案
に
も
盛
り
込
ん
で
い
る

通
り
国
は
医
療
費
抑
制
の
た
め
に

病
床
削
減
を
目
的
に
地
域
医
療
構

想
を
推
進
し
て
き
た
。
今
回
の
事

態
は
、
ま
さ
に
国
の
医
療
機
関
の

一
極
集
中
を
進
め
る
中
で
起
こ
っ

た
も
の
だ
。
住
民
の
要
求
は
身
近

で
頼
り
に
な
る
医
療
機
関
を
整
備

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
協

会
も
国
や
県
に
対
し
、
医
療
提
供

体
制
の
充
実
を
求
め
て
い
き
た

い
。

　

川
村
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

歯
科
の
医
療
期
間
の
経
営
も
大
変

な
状
況
に
あ
る
。
私
た
ち
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
回
答
し
た

歯
科
医
療
機
関
の
93
％
が
「
患
者

が
減
っ
た
」
と
答
え
て
い
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
厚
労
省
が
歯
科
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
控
え
る
よ
う

ミ
ス
リ
ー
ド
し
た
こ
と
も
大
き
い

が
、
現
在
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
不
況
で
経
済
的
に
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
人
も

増
え
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う

中
で
歯
科
医
療
の
大
切
さ
を
国
民

に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
医

科
の
先
生
も
含
め
て
ぜ
ひ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
患
者
さ
ん

に
歯
科
受
診
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

上
田
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

兵
庫
県
は
、
ク
ボ
タ
・
シ
ョ
ッ

ク
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
建
築

物
解
体
問
題
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
を
受
け
て
お
り
、

こ
の
問
題
を
重
点
と
し
て
、
さ
ら

に
行
政
、
議
員
へ
の
要
請
活
動
や

市
民
へ
の
啓
蒙
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
今
回
の
神
戸
市
の
事
例
で
ず

さ
ん
な
体
制
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
、
規
制
強
化
を
求
め
て
い
き

た
い
。

　

坂
尾
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
研
究
会
等
を

精
力
的
に
開
催
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
、
独
自
の
支
部
ア
ン
ケ
ー
ト

支
部
か
ら
の

現
場
の
声
大
切
に

 

西
山 

裕
康
理
事
長

を
実
施
さ
れ
、
協
会
全
体
へ
情
報

提
供
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
10
年
に

あ
た
り
書
籍
を
出
版
さ
れ
、
西
宮

・
芦
屋
支
部
な
ら
で
は
の
息
の
長

い
活
動
と
そ
の
成
果
に
敬
意
を
表

す
る
。

　

正
木
理
事
の
発
言
に
つ
い
て
、

査
定
事
例
を
持
ち
寄
り
討
議
す
る

こ
と
は
自
身
の
診
療
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
に
な
り
、
ま
た
審
査
支

払
機
関
、
保
険
者
の
行
き
過
ぎ
た

査
定
減
点
を
改
め
さ
せ
る
機
会
に

も
な
る
。
他
の
支
部
で
も
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

安
部
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
経
営
支
援

制
度
の
研
究
会
は
、
ぜ
ひ
他
の
支

部
で
も
実
施
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
支
部
の
若
返
り
と
活
性

化
は
各
支
部
共
通
の
以
前
か
ら
の

悩
み
だ
。
地
道
な
努
力
以
外
の
決

定
打
は
少
な
い
が
、
最
近
期
待
で

き
る
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
用

だ
。
歯
科
の
診
療
報
酬
点
数
説
明

会
で
は
、
若
い
先
生
方
が
講
師
を

務
め
ら
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
し

て
は
確
実
な
知
見
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
の
で
、
順
次
担
当
部
よ

り
会
員
に
広
報
し
て
い
き
た
い
。

　

大
橋
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
協
会
活
動
に

理
解
を
得
て
、
す
そ
野
を
広
げ
る

活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
お

い
て
も
、
地
域
の
先
生
方
が
協
力

し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
と
出

務
方
式
は
、
本
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
最
も
支
持
の
多
か
っ
た
診

療
、
検
査
体
制
だ
。
第
３
波
を
迎

え
つ
つ
あ
る
現
在
、
さ
ら
な
る
体

制
充
実
を
期
待
し
て
い
る
。

　

協
会
の
支
部
活
動
は
、
最
も
会

員
に
近
い
大
事
な
活
動
で
、
さ
ら

な
る
活
性
化
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
ぜ
ひ
、
現
場
の
先
生
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

お
願
い
し
た
い
。

　

会
員
数
は
現
在
、
過
去
最
高
の

７
６
３
７
人
と
な
っ
た
。
医
科
正

会
員
は
過
去
最
高
、
歯
科
正
会
員

も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
診

療
報
酬
改
定
研
究
会
も
動
画
で
行

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
先
生

に
参
加
し
て
も
ら
い
や
す
く
な

り
、
会
員
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
、
組
織
部
で
重
視
し
て
い
る

の
は
、
勤
務
医
の
先
生
に
入
会
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
先
生
が
開
業

し
た
際
に
正
会
員
に
な
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
だ
。
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

に
至
る
よ
う
な
、
世
論
づ
く
り
が

大
事
だ
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
２
０
０

９
年
12
月
22
日
、
鳩
山
民
主
党
政

権
下
の
税
制
改
正
大
綱
で
「
社
会

保
障
・
税
共
通
の
番
号
制
度
導

入
」
が
改
革
の
方
向
性
と
し
て
示

さ
れ
た
の
が
発
端
だ
。
そ
の
後
２

０
１
１
年
６
月
30
日
に
菅
直
人
民

主
党
政
権
下
の
政
府
・
与
党
社
会

保
障
改
革
検
討
本
部
で
「
社
会
保

障
・
税
番
号
大
綱
」
が
決
定
さ

れ
、
２
０
１
２
年
２
月
14
日
に
は

野
田
民
主
党
内
閣
に
よ
っ
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
３
法
案
が
閣
議

決
定
。
法
案
が
第
１
８
０
回
国
会

に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
野
田
首

相
は
直
後
の
11
月
16
日
に
衆
議
院

を
解
散
し
、
こ
の
時
は
廃
案
に
な

っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
再
び
自
民
党
が
政
権

を
握
る
と
、
第
２
次
安
倍
晋
三
政

権
が
２
０
１
３
年
３
月
１
日
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
４
法
案
を
閣
議

決
定
し
、
第
１
８
３
回
国
会
に
提

出
。
修
正
を
経
て
５
月
24
日
に
参

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し

た
。
２
０
１
４
年
１
月
１
日
に
は

後
に
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
な

る
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

が
、
内
閣
府
外
局
と
し
て
発
足
し

た
。
２
０
１
５
年
９
月
３
日
に
は

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し

た
。

　

10
月
３
日
開
催
し
た
政
策
研

究
会
「『
オ
ン
ラ
イ
ン
』
と
保

険
診
療　

進
む
べ
き
か
立
ち
止

ま
る
べ
き
か
」
の
講
演
詳
録
を

２
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
す
る
。

第
１
回
目
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
」。

進
ん
で
い
な
い

進
ん
で
い
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

図
１
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
だ
が
、
こ
れ
は
当
時

の
内
閣
府
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
た
も
の
で
、
今
も
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る

と
、
保
険
診
療
に
関
す
る
制
度
が

極
め
て
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
以

降
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

拡
大
を
さ
せ
な
い
と
い
う
運
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
利
用

拡
大
が
進
ん
で
い
れ
ば
、
今
年
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た

な
い
と
生
活
で
き
な
い
社
会
が
実

現
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
酒
や

た
ば
こ
を
購
入
す
る
に
も
、
戸
籍

や
免
許
証
、
学
歴
証
明
、
医
師
免

許
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐

づ
け
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
す
で
に
保
険
証
や
お
薬
手
帳

と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
は
ず
だ
っ
た
が
、
全
く
実
現
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
は
「
※
国
民
が
自
己
情
報
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
社
会
を
実
現

す
る
」
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
政

府
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
し

は
当
た
り
前
の
人
権
と
さ
れ
て
い

る
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
」
の
こ
と
だ
が
、
日
本
の
裁
判

所
は
こ
の
権
利
を
一
度
も
認
め
た

こ
と
が
な
い
。
本
来
な
ら
、
そ
う

し
た
権
利
が
な
い
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
な
ど
し
て
は
い

け
な
い
と
彼
ら
は
よ
く
知
っ
て
い

る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
今

年
６
月
26
日
に
突
然
、
厚
労
省
か

ら
全
国
の
保
険
医
療
機
関
へ
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
に
向
け

た
ご
案
内
」
が
送
ら
れ
た
。
こ
こ

に
は
ま
る
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
来
年
４
月
か
ら
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。
多
く
の
方
は
唐
突
に
感
じ
た

と
思
う
が
、
保
団
連
で
は
以
前
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
注
視
し

て
き
た
。

　

た
ま
た
ま
２
０
１
９
年
の
参
議

院
選
挙
で
初
当
選
し
た
伊
藤
岳
国

会
議
員
が
総
務
委
員
会
所
属
に
な

っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
担
当
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
議
員
レ
ク

チ
ャ
ー
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
要
請
し
た
。
こ
れ
が
実
現

し
、
２
０
２
０
年
３
月
２
日
に
保

団
連
と
し
て
参
議
院
議
員
会
館
に

て
厚
労
省
・
総
務
省
の
伊
藤
岳
参

議
院
議
員
へ
の
議
員
レ
ク
を
実
施

し
た
の
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証

し
た
い
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
申
請
も

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
申
請
も

使
用
し
な
け
れ
ば
費
用
は
負
担

使
用
し
な
け
れ
ば
費
用
は
負
担

　

ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
資
格
確
認
が
で
き
る
医
療

機
関
は
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
だ

け
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
。
医
科

で
は
35
％
、
歯
科
で
は
85
％
の
医

得
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
果
と

し
て
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

費
用
を
返
金
し
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
恐
ろ
し
い
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。

悪
意
の「
な
り
す
ま
し
」

悪
意
の「
な
り
す
ま
し
」

は
防
げ
な
い

は
防
げ
な
い

　

厚
生
労
働
省
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
資
格

確
認
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
医
療
機

関
の
受
付
業
務
が
簡
単
に
な
り
、

療
機
関
が
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
回
線

の
新
規
契
約
が
必
要
だ
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
議
員
レ
ク
で
は
保
守

点
検
費
用
は
医
療
機
関
が
払
う

が
、
49
万
円
を
上
限
に
４
分
の
３

を
国
が
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

た
だ
し
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
は
無
償
提
供
さ
れ
る
と

し
て
い
る
が
、
２
０
２
０
年
８
月

７
日
に
支
払
基
金
が
明
ら
か
に
し

た
文
書
に
は
、
申
請
を
行
っ
て
取

も
、
資
格
確
認
不
備
に
よ
る
診
療

報
酬
の
返
戻
件
数
（
再
審
査
請
求

分
）
は
、
全
レ
セ
プ
ト
件
数
の
０

・
27
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
全
医
療
機
関
が
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
導
入
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

診
察
室
で
薬
剤
情
報
や

診
察
室
で
薬
剤
情
報
や

特
定
検
診
情
報
が
見
ら
れ
な
い

特
定
検
診
情
報
が
見
ら
れ
な
い

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
と
し
て
、
薬
剤
情
報
や
特
定
検

診
情
報
が
共
有
化
さ
れ
る
の
で
、

便
利
に
な
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
つ
な
が
っ
て

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
普
通
受

付
に
置
い
て
あ
る
の
で
、
診
察
室

で
は
薬
剤
情
報
や
特
定
検
診
情
報

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
見
る

に
は
、
受
付
の
ス
タ
ッ
フ
が
受
付

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
、
診
察
室
の
医
師
に
渡
す

必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
厄
介
に
な

る
の
が
、
そ
ん
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
情
報
を
受
付
の
ス
タ
ッ
フ
が
扱

え
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
は
医
師
・
歯
科

医
師
で
な
い
と
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
医
療
機
関
の
現
場
と
実
務

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。カ

ル
テ
の
自
動
作
成
は

カ
ル
テ
の
自
動
作
成
は

で
き
な
い

で
き
な
い

　

ま
た
、
受
付
で
患
者
さ
ん
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
リ
ー
ダ
ー

に
か
ざ
す
と
カ
ル
テ
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
医
師
も
多
い
。
し
か

し
、
厚
労
省
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

全
国
の
電
子
カ
ル
テ
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

医
療
機
関
の
電
子
カ
ル
テ
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
情
報
を
読

み
と
っ
て
１
号
用
紙
を
作
成
し
よ

う
と
し
て
も
、
厚
労
省
の
担
当
者

に
よ
れ
ば
「
様
式
１
号
の
作
成
そ

の
も
の
は
、
保
険
証
の
資
格
確
認

業
務
と
直
接
関
係
し
な
い
た
め
、

今
回
予
算
措
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基

金
（
１
５
０
億
円
＋
７
６
８
億

円
）
の
国
庫
補
助
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
。
補
助
金
の
対
象
範
囲
に

つ
い
て
、
財
政
当
局
か
ら
も
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
し
、
他
の
シ
ス

「オンライン」と保険診療①　マイナンバーカードによるオンライン資格確認

今今はは「立ち止まるべき」「立ち止まるべき」

埼玉県保険医協会副理事長
全国保険医団体連合会理事

山崎　利彦先生
【やまざき　としひこ】日本大学医学
部卒、埼玉県さいたま市浦和区で山崎
外科泌尿器科診療所を開業。日本泌尿
器科学会認定専門医。2019年より埼玉
県保険医協会副理事長、2016年より全
国保険医団体連合会理事・医科社保審
査部員。2019年より全国保険医団体連
合会マスコミ担当理事

患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
減
る
、

資
格
喪
失
後
の
手
続
き
が
容
易
に

な
り
、
返
戻
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

実
は
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
の

新
規
に
発
行
さ
れ
る
保
険
証
に
は

２
桁
の
番
号
が
追
加
さ
れ
、
個
人

ご
と
に
資
格
確
認
が
可
能
と
な

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
然
、
そ

の
患
者
さ
ん
の
資
格
の
期
限
が
分

か
る
。
つ
ま
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
で
な
く
て
も
資
格
確
認
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

て
い
な
い
。

　

こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を

作
っ
た
の
は

平
井
卓
也
・

デ
ジ
タ
ル
改

革
担
当
大
臣

だ
。
自
己
情

報
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る

と
い
う
の
は

Ｅ
Ｕ
な
ど
で

図１　マイナンバー制度利活用推進ロードマップ（案）

▽10月：個人番号通知
▽1月：番号利用開始
　個人番号カード交付開始▽3月末：カード1,000万枚 ▽3月末：カード8,700万枚

個人番号カード個人番号カード
公的個人認証の活用公的個人認証の活用
⇒イノベーションの鍵⇒イノベーションの鍵

全国民が個人番号カードを保有できる全国民が個人番号カードを保有できる
⇒すべての国民が安心安全にネット環境を利⇒すべての国民が安心安全にネット環境を利
用できる権利を有する世界最先端IT国家へ！用できる権利を有する世界最先端IT国家へ！

マイナンバー制度マイナンバー制度
導入導入 ワンカード化の促進ワンカード化の促進 新技術にも対応したITイノベーション社会新技術にも対応したITイノベーション社会

▽7月：国・地方公共団体等を通じた情報連携開始
▽1月：国機関の情報連携・マイナポータル運用開始

 

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

　

本
当
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
資
格
確
認

を
行
え
る
よ
う

に
す
る
意
味
が

あ
る
の
か
と
厚

労
省
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
仕
事

を
辞
め
た
人
が

わ
ざ
と
保
険
証

を
そ
の
ま
ま
使

っ
た
り
、
外
国

人
に
よ
る
知
人

の
保
険
証
の
使

い
ま
わ
し
な
ど

を
防
止
で
き
る

と
言
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、

「
悪
意
の
な
り

す
ま
し
」
対
策

に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
。
し
か

し
、
保
険
証
を

悪
用
す
る
者
が

「
顔
写
真
付
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
を
提

示
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
点

を
指
摘
し
た
と

こ
ろ
、
厚
労
省

の
担
当
者
は
あ

っ
さ
り
と
「
そ

れ
は
な
い
で
し

ょ
う
ね
」
と
認

め
た
。
し
か
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き
）

　

戦
前
の
間
違
っ
た
世
界
、
そ
の

嚆
矢
と
な
っ
た
事
件
は
滝
川
事
件

で
あ
る
。
１
９
３
３
年
、
官
僚
は

発
熱
外
来
可
能
な
つ
く
り
に
改
築

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
検
体
採
取
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
可
能
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
抗

原
検
査
の
種
類
と
特
徴
、
抗
体
検

査
の
種
類
と
意
義
に
つ
い
て
も
、

大
変
具
体
的
に
お
教
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に
一
般
診
療

所
と
あ
り
ま
す
が
、
発
熱
外
来
の

た
め
に
施
設
改
造
を
行
い
、
自
院

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
え
る
体
制
を

整
え
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
の
よ
う
な
町
の
小
さ
な
診
療
所

と
は
規
模
も
体
制
も
異
な
る
も
の

で
す
が
、
検
体
採
取
の
方
法
や
検

査
法
、
検
査
試
薬
の
違
い
に
つ
い

て
も
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、

大
変
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
し
ば
ら
く
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
と
向
き
合
い
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
で
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

郷
地
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

【
垂
水
区　

高
橋　

知
三
郎
】

染
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
？
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
東
神
戸
病
院
院
長
で
東
神
戸
診

療
所
所
長
の
郷
地
秀
夫
先
生
に
よ

る
ご
講
演
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
急
拡
大
す
る
世
界
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
現
状
を
示

さ
れ
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
差
別
と

分
断
の
広
が
り
、
経
済
へ
の
影
響

と
弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
、
中
国
の

台
頭
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本

で
の
状
況
と
コ
ロ
ナ

対
策
の
現
状
と
問
題

点
を
示
さ
れ
、
患
者

さ
ん
、
職
員
、
地
域

を
守
る
た
め
に
も
検

査
体
制
の
充
実
の
必

要
性
を
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
検
査
の
た
め

に
先
生
は
、
自
院
を

　

神
戸
支
部
は
11
月
７
日
、
協
会

会
議
室
で
支
部
研
究
会
「
一
般
診

療
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
と
ど
う

向
き
合
う
の
か
？
」
を
開
催
。
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
、
医

師
ら
46
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を

務
め
た
高
橋
知
三
郎
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

東
大
卒
業
生
に
よ
っ
て
独
占
さ

れ
、
２
番
目
の
帝
国
大
学
で
あ
る

京
都
帝
国
大
学
（
以
下
京
大
）
は

対
抗
策
と
し
て
、
文
系
は
文
学
部

を
中
心
の
学
問
研
究
と
し
た
。
哲

学
や
考
古
学
が
発
達
し
、
京
大
に

は
自
由
な
空
気
が
存
在
し
て
い

た
。

　

し
か
し
１
９
３
３
年
、
京
大
の

滝
川
幸ゆ

き

辰と
き

教
授
に
よ
る
『
刑
法
読

本
』
や
大
阪
で
の
ラ
ジ
オ
放
送
の

講
演
内
容
が
気
に
入
ら
な
い
中
央

政
府
は
、
弾
圧
に
乗
り
出
し
た
。

権
力
は
以
前
か
ら
滝
川
を
「
ア
カ

教
授
」
と
し
て
マ
ー
ク
し
て
い
た

が
、
発
端
は
滝
川
が
ト
ル
ス
ト
イ

の
『
復
活
』
に
表
現
さ
れ
た
『
刑

罰
思
想
』
と
い
う
題
で
、
イ
タ
リ

ア
の
チ
ェ
ラ
テ
ィ
、
ス
イ
ス
の
エ

ッ
テ
ィ
ン
ガ
ー
の
刑
罰
否
定
論
を

批
判
し
、『
復
活
』
に
出
て
く
る

ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
の
刑

罰
思
想
を
紹
介
し
た
だ
け
で
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
社
会
は
犯
人
に
対
し

て
復
讐
的
態
度
を
も
っ
て
対
抗
す

る
前
に
「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま

ず
」（
東
洋
人
と
し
て
２
５
０
０

年
前
に
孔
子
が
言
っ
て
い
る
〈
孔

叢
子
刑
論
〉）
が
ご
と
く
、
犯
罪

の
原
因
を
十
分
に
調
査
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
同
情
と
理

解
と
は
報
復
的
刑
罰
よ
り
も
人
道

的
で
あ
る
、
と
い
う
ト
ル
ス
ト
イ

の
刑
罰
思
想
を
紹
介
し
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
考
え
方
は
筆
者
も
正
論
で

あ
る
と
思
う
。
誰
も
生
ま
れ
つ
き

極
悪
非
道
な
者
は
い
な
い
。
社
会

が
犯
罪
を
生
み
、
貧
困
や
格
差
も

関
係
す
る
。
滝
川
は
「
ト
ル
ス
ト

イ
の
存
在
は
ロ
シ
ア
革
命
を
十
年

遅
ら
せ
た
」
と
も
述
べ
た
。
こ
の

こ
と
が
時
の
文
部
大
臣
、
鳩
山
一

郎
の
逆
鱗
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。

　

上
記
の
意
見
は
滝
川
の
個
人
的

見
解
で
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
の
言
を

間
接
話
法
的
に
述
べ
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
京
都
帝
国
大
学

法
学
部
刑
法
学
滝
川
教
授
は
、
時

の
文
相
鳩
山
一
郎
に
よ
り
、
そ
の

自
由
主
義
思
想
を
理
由
と
し
て
文

官
分
限
令
に
て
免
官
処
分
さ
れ

た
。

　

そ
れ
に
抗
議
し
て
学
問
の
自
由

と
大
学
の
自
治
擁
護
を
主
張
し
た

同
学
部
教
授
団
と
学
生
ら
に
よ
る

抵
抗
運
動
が
起
こ
っ
た
。
法
学
部

教
授
会
は
不
法
人
事
と
学
問
研
究

の
自
由
を
強
調
し
て
全
員
辞
表
を

提
出
し
て
抵
抗
。
東
大
等
、
他
の

大
学
生
も
抗
議
し
た
が
、
夏
休
み

に
な
り
抗
議
活
動
は
褪
色
し
た
。

思
う
に
当
時
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の

興
隆
や
右
翼
団
体
、
軍
部
の
圧
力

が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
う
。

　

滝
川
事
件
は
そ
の
後
の
東
大
美

濃
部
達
吉
教
授
の
天
皇
機
関
説
と

並
び
、
国
民
の
思
想
統
制
強
化
の

一
里
塚
と
な
っ
た
。
日
本
が
そ
の

後
、
無
謀
な
戦
争
に
突
入
し
た
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

筆
者
が
思
う
に
「
内
心
」（
考

え
方
、
思
想
）
は
い
つ
の
時
代
も

自
由
で
あ
る
べ
き
で
、「
内
心
」

に
対
し
て
刑
法
的
に
裁
く
の
は
異

常
な
行
動
を
伴
わ
な
い
限
り
不
可

能
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

歴史に学ぼう（中）

明石市　　永本　　浩

罪
の
声

白岩一心
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１
９
８
４
年
か
ら
数
年
間
に

わ
た
り
、
全
国
民
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
、
警
視
庁
を
震
撼
さ
せ
た

「
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
社
会
的
ミ
ス
テ

リ
ー
映
画
「
罪
の
声
」
を
案
内

し
ま
す
。
今
も
未
解
決
事
件
と

し
て
記
憶
に
残
る
も
の
で
、
キ

ツ
ネ
目
の
男
の
似
顔
絵
を
思
い

出
す
方
々
も
多
い
と
思
い
ま

士
さ
ん
の
ミ
ス
テ
リ
ー
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
小
説
「
罪
の
声
」
を
、

人
気
俳
優
、
小
栗
旬
さ
ん
と
星

野
源
さ
ん
が
ダ
ブ
ル
主
演
で
映

画
化
し
た
作
品
で
す
。

　

新
聞
記
者
の
阿
久
津
英
士

（
小
栗
旬
さ
ん
）
は
、
未
解
決

事
件
を
追
う
特
別
企
画
班
に
選

ば
れ
、
事
件
の
真
相
を
求
め

て
、
残
さ
れ
た
証
拠
を
も
と
に

取
材
を
重
ね
る
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
件
で
は
犯
行

グ
ル
ー
プ
が
、
脅
迫
テ
ー
プ
に

３
人
の
子
ど
も
の
声
を
使
用

し
、
阿
久
津
は
そ
の
こ
と
が
ど

う
し
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
京
都
で
紳
士
服
店
を
営
む

曽
根
俊
也
（
星
野
源
さ
ん
）

は
、
父
の
遺
品
の
中
に
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
を
見
つ
け
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
テ
ー
プ
の
声
は
、
35

年
前
に
複
数
の
企
業
を
脅
迫
し

て
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た
、
犯

行
グ
ル
ー
プ
が
使
用
し
た
脅
迫

テ
ー
プ
の
声
と
同
じ
も
の
で
し

た
。

　

３
人
の
子
ど
も
の
35
年
間
の

人
生
に
注
目
し
、
真
実
を
追
う

温
情
溢
れ
る
事
件
記
者
・
阿
久

津
と
曽
根
と
の
心
の
交
流
が
見

ど
こ
ろ
で
す
。
鑑
賞
後
、
釈
然

と
し
な
い
心
境
に
駆
ら
れ
、
現

代
の
理
不
尽
な
新
自
由
主
義
路

線
の
前
触
れ
が
現
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
力
作
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
思
考
力
を
働
か
せ

な
が
ら
、
ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
ご
覧
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
作
品
で
す
。

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

す
。
昭
和
を

生
き
た
世
代

な
ら
誰
で
も

知
る
こ
の
事

件
は
、
結
果

的
に
何
を
社

会
に
問
い
か

け
た
の
で
し

ょ
う
か
。
作

家
・
塩
田
武

Ⓒ
２
０
２
０
映
画
「
罪
の
声
」
製
作
委
員
会

郷地先生が自院での
取り組みを紹介　　

〈歯周病重症化予防治療〉

※ 今次改定後確認していた内容で、通達を求めていましたが、ようやく2020年11月24日付
で厚労省疑義解釈として発出されました。レセコンが対応されておらず、返戻事例が多
数発生していました。ご確認ください。

検査の永久歯の歯数に応じた歯周病重症化
予防治療の各区分により算定します。
Ｑ２　区分番号「Ｉ011-2-3」に掲げる歯
周病重症化予防治療において、後継永久歯
がない乳歯の取扱いはどうすればよいか。
Ａ２　後継永久歯が欠如している場合の
み、歯数に含まれます。

Ｑ１　混合歯列期の患者について、区分番
号「Ｄ002」に掲げる歯周病検査の「１　
歯周基本検査」または「２　歯周精密検
査」の結果を踏まえて、区分番号「Ｉ011-
2-3」に掲げる歯周病重症化予防治療を行
った場合、どのような算定となるのか。
Ａ１　区分番号「Ｄ002」に掲げる歯周病

歯科保険請求
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新
型
コ
ロ
ナ
検
査
の

種
類
と
特
徴
を
具
体
的
に
検
討

神
戸
支
部　

支
部
研
究
会

神
戸
支
部　

支
部
研
究
会

「医療提供は国の責任で―医療機関への保障を求めて―　公益・非営利の保険診療」
日　時　2021年１月16日（土）16時～17時30分
会　場　がんこ宝塚苑　　講　師　協会理事長　西山裕康先生
※終了後、同会場にて懇親会（参加費：7000円）

■北阪神支部■新春政策研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

　

保
険
医
協
会
神
戸
支
部
研
究
会

「
一
般
診
療
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
感

テ
ム
改
修
を
紛
れ
こ
ま
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
釘
を
刺
さ
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
補

助
金
を
使
っ
て
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

受
付
は
大
混
乱

受
付
は
大
混
乱

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
資

格
確
認
を
行
う
た
め
に
は
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
手
続
き
を
し
な
い
と
い
け
な

い
。
政
府
は
多
く
の
高
齢
者
に
は

そ
れ
は
困
難
だ
ろ
う
と
考
え
、
医

療
機
関
で
そ
の
手
続
き
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
を
医
療
機
関
で
教
え

な
い
と
い
け
な
い
。
銀
行
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
銀
行
員
を
配
置

し
、
操
作
方
法
な
ど
を
教
え
て
い

る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
う
。
そ
れ
が
診
療
所
で
起
こ
る

と
思
っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
で
は
、

待
ち
時
間
な
ど
短
く
な
る
わ
け
な

い
。
む
し
ろ
受
付
業
務
は
煩
雑
化

す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
資
格
確
認
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
資
格
確
認
も

個
別
指
導
で
の
指
摘
対
象

個
別
指
導
で
の
指
摘
対
象

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
の
資
格
確
認
も
個
別
指
導
に

お
け
る
指
摘
対
象
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
点
も
問
題
だ
。
個

別
指
導
の
際
に
テ
ー
プ
で
保
険
証

の
コ
ピ
ー
を
貼
っ
た
り
し
て
、
指

摘
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い

る
と
思
う
。
資
格
確
認
の
方
法
は

個
別
指
導
の
指
摘
事
項
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
資
格
確

認
も
記
録
を
残
さ
な
い
と
い
け
な

い
は
ず
な
の
に
、
具
体
的
な
ル
ー

ル
が
未
だ
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
健
康
保
険
証
の
受
給
資
格
の

確
認
は
療
養
担
当
規
則
第
３
条
に

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
規
定

が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　

埼
玉
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
資
格
確
認
に
つ
い
て
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
提
供
を

「
申
請
す
る
か
」
と
の
問
い
に

「
申
請
す
る
」
と
回
答
し
た
の
は

医
科
で
20
％
、
歯
科
で
10
％
だ
っ

た
。
半
数
以
上
の
会
員
は
「
様
子

を
見
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

「
メ
リ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る
も
の
」

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
多
か

っ
た
回
答
は
、「
保
険
証
の
入
力

を
し
な
く
て
い
い
」
と
い
う
点
だ

っ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
入
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん

ど
が
幻
想
だ
。
そ
の
幻
想
だ
け
で

申
請
し
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題

だ
。今

は
立
ち
止
ま
る
べ
き

今
は
立
ち
止
ま
る
べ
き

　

最
後
に
、
保
団
連
と
し
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
今
の
と
こ
ろ

義
務
で
は
な
い
し
、
顔
認
証
付
き

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
無
償
提
供
の
申

請
期
限
は
２
０
２
３
年
６
月
ま
で

な
の
で
今
は
「
立
ち
止
ま
っ
た
方

が
い
い
」
と
周
知
し
て
い
る
。

「Should I Stay or Should I 
Go

」
と
の
問
い
へ
の
回
答
は

「
立
ち
止
ま
っ
た
方
が
い
い
」
と

い
う
こ
と
だ
。

（
次
回
は
１
月
25
日
付
に
掲
載
予

定
）

（
６
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
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－保険診療のてびき・733－

第28回
日常診療
経験交流会
演題より

洲本市・たかたクリニック　　高田　　裕先生講演

かかりつけ医と
介護施設での看取り

図１　看取りの場所 図２　看取りの加算の状況

図３　死因の状況

図４　かかりつけ医と看取り

はじめに
　高齢者にとって最期を迎える場所
は病院か在宅がほとんどだったが、
近年は特養を中心とした介護施設で
の看取り件数が増えつつある。
　現在では、一人暮らし高齢者の増
加と、家族介護が難しいといった社
会的背景から在宅介護よりも介護施
設で最期を迎えたいという高齢者が
多くなっているように思う。その意
味では、「人」の最期を迎える場所
は、「病院」「在宅」「介護施設」と
大きく３分類できる。
　今後は、われわれかかりつけ医に
とって、在宅での看取り以上に介護
施設での看取りで果たす役割が今後
増加していくことが予想される。
　今回、介護施設での看取りの実態
と、かかりつけ医としての介護施設
での看取りのあり方について考え
た。

当クリニックでの看取り
　当クリニックの看取りの件数の推
移を図１に示す。特養の配置医師と
なった2014年より介護施設での看取
り件数が多くなり、2016年より在宅
を上回るようになっている。

看取り加算の状況
　看取り加算を算定する割合を図２
に示す。在宅の場合は、看取り加
算、ターミナルケア加算を算定でき
るケースが多いが、施設では算定で
きるケースが少ない。亡くなる前の
２週前の往診・訪問診療が必要とい
う要件を満たさないケースがあるた
めと思われる。

死因の状況
　在宅ではがんが半数を占めるのに
対し、施設では老衰がほとんどを占
める（図３）。死亡時の年齢が影響
していると思われる。

施設での看取りに必要な文書
　施設での看取りに必要な文書は、
・ 終末期の医療についての事前調査
書
・ 当施設における医療体制の説明書
・ 施設での看取りに関する医師意見
書
・ 看取りに係る費用算定に関する同
意書
・ 終末期ケアに関するカンファレン
ス経過表
であると考える。
　施設では、入所時にあらかじめ以
上のような文書を本人、家族と交わ
しておくことが、看取りに最も重要
であると思われる。文書は厚労省な
どのホームページよりダウンロード
できる（https://www.kokushinkyo.
or.jp/Portals/0/Report-houkokusyo/
H25/H25％E7％B5%82％E6%9C％AB
％E6%9C%9F＿％E6%89%8B％E5％
BC%95（％E6%96％BD％E8％A8％
AD）.pdf）。

施設での看取りに必要なこと
　かかりつけ医の対応によって決ま
る。事前に、できれば入所時に本人
家族の看取りについての考えを聞い
ておく。ターミナルケア時にはたび
たびカンファレンスが必要となるた

め、多職種連携が欠かせない。最も
多くの時間接している介護職員への
支援、エンゼルケア、グリーフケア
も重要である。看取りに関する職員
教育や、デスカンファレンスによる
最終評価、看取りの経験を次回に活
かすことなどが必要である。

おわりに
　かかりつけ医が介入することによ
り図４のようなシフトが生じる。死
は生の延長線上にあり、できる限り
死の直前まで、普段どおりの生活を
営むことができるのが理想である。
介護施設での看取りに果たすべきか
かりつけ医の役割は今後ますます重

要になってくると思われる。
（2019年10月27日、第28回日常診療
経験交流会より）
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＊2019年は10/25現在
＊2014年10月より施設配置医師

看取り加算

在宅

全体

施設

死亡診断加算
なし

2010/1/1 ～ 2019/8/31

悪性新生物

在宅 全体施設

脳血管障害 心疾患

老衰

平均年齢：82.1±11.3（N=168） 平均年齢：86.3±11.5（N=297）平均年齢：92.8±8.5（N=129）

呼吸器疾患 その他 2010/1/1 ～ 2019/8/31

介護施設介護施設 介護施設介護施設

在宅在宅医療機関医療機関

死死

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナウイルス感染症に備えて

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナウイルス感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

好評受付中 !

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

年末年始（12月29日～１月３日）は
 休日加算等の算定をお忘れなく

■「年末年始は休診」の医療機関：
急患診察は休日加算を

　年末年始（12月29日～１月３
日）に休診している医療機関が急
患を診察した場合、休日加算が算
定できます。休日加算を算定した
場合、時間外加算、深夜加算、時
間外加算の特例または夜間・早朝
等加算は、あわせて算定できませ
ん。

■「年末年始も診療」の医療機関：
時間内は夜間・早朝等加算
（医科）、時間外の急患は休
日加算を

　年末年始に診療している医療機
関は、診療時間内は夜間・早朝等
加算を（週の診療時間が30時間以
上の医科診療所のみ）、診療時間
外の急患診察は休日加算を算定で
きます。

（参考）
　休日加算で定められている「休
日」とは、日曜日、国が定める祝
日および年末年始（12月29日～１
月３日）をいいます。従って、年
末年始であっても12月29日～１月
３日以外の日や、夏季のお盆休み
など、医療機関が独自に定めた休
診日は休日加算の対象にはなら
ず、時間外加算または深夜加算で
算定することになりますので、ご
留意ください。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限が
ある向精神薬、麻薬、新薬等につ
いても、年末年始にかかる場合
は、１回の処方につき30日分まで
投与できます。その場合は必ずレ
セプトの摘要欄（院内処方の場
合）または処方せんに「年末年始
のため」と注記していただく必要
があります。


